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２２００２２１１年年度度「「北北海海道道 NIE 実実践践報報告告書書」」のの発発刊刊にに寄寄せせてて

北海道 NIE 推進協議会

会長 菊池 安吉

（日本 NIE 学会理事）

ＮＩＥ実践報告書「第２５集」を刊行することになりました。

今年度の実践校 36 校（協会指定 35 校、独自校１校）の先生方が、全道各地において地域

や学校の立地条件、児童・生徒・学生の実態などを考慮し、創意工夫したＮＩＥの実践の成

果と課題がまとめられています。報告書には、２０２０年から順次実施された学習指導要領

の改訂の趣旨を踏まえて、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の取組が多

数掲載されています。昨年度に引き続き新型コロナウィルス感染拡大を受けて、学級閉鎖や

学年閉鎖、オンライン授業など数々の制約の下で学校行事や授業形態など多くの変更を余儀

なくされました。学校の授業が再開後も教育課程の実施に当たり、年度当初の計画通りには

実践を進めることができず悩む教育現場の姿が想像されます。その中でも、創意工夫を重ね

「生きる力」をより具体化し、目指す資質・能力を整理し、新聞活用をしたＮＩＥの実践が

全道各地で行われました。

２０２１年度のＮＩＥ活動で特筆すべき事項は、何といっても８月に開催された「第２６

回ＮＩＥ全国大会札幌大会」です。１９年ぶりに北海道での開催とあって、全国から参加を

考えていた関係者の期待も大きかったのですが、新型コロナ感染状況を鑑みて開会式、基調

講演、シンポジウムは札幌文化劇場 hitaru（ヒタル）からインターネットによライブ配信、加

えて２５の公開授業、実践発表、特別分科会などはオンデマンド配信となりました。大会ス

ローガンは、「新しい学びを創るＮＩＥ～家庭、教室、地域を結ぶ～」。当初、現地開催方式

を考えていたので、リアルに空気感を伴って公開授業を見ていただけないことを残念に思っ

ていましたが、オンデマンド配信に変更したことによって、普段なかなか見ることのできな

い別の校種の授業の様子をじっくり見たり、全道各地からの実践発表を自分のペースで視聴

することができ、思わぬ効果もありました。大会の成果と課題を今後の北海道のＮＩＥ実践

に生かしていきたいと思います。

今回の実践報告の中にも、NIE 全国大会のスローガンを意識し、「家庭・教室・地域を結ぶ」や

ＮＩＥの実践を通して育てたい力を学校経営計画の中に位置づけた取組も増えてきました。別海

町のように、月に一度の「新聞の日」を設定して町内の児童生徒全員が新聞に触れ、学びの土台づ

くりの取組もあります。また、小・中学校のつながりや地域との連携、高大連携探求活動の中で

新聞を活用した実践も見られました。児童生徒会の委員会活動と連動したり、特別支援学級や

高等支援学校でも実践も多くなってきました。実践の成果と課題を共有しながら今後の NIE
の広がりに期待します。

例年、北海道各地で開催されてきた「ＮＩＥセミナー」は、新型コロナウィルス感染拡大

を受けて、開催が制限されました。オンライン開催により、なかなか現地に足を運ぶことが

できない参加者の交流ができたことと大学生の参加などもあり、例年とは違う光景が見られ

ました。「ＮＩＥの種蒔き」を継続し、メディア・リテラシーを身につけさせ、批判的な思考

を育て、新聞の持つ信頼性や一覧性のよさを改めて再確認したいと思います。

最後に「実践報告書」の発刊に当たったＮＩＥ事務局をはじめ、ＮＩＥ実践校の先生方、

新聞関係者の皆さんに大変お世話になりましたことを報告しお礼申し上げます。
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2021年度 NIE実践報告

「ものの見方・考え方を広げる」新聞活用の実践
～言語活動を活性化させる新聞活用の方策を探る～

浦幌町立上浦幌中学校 教諭 中村 宏喜

＊＊ははじじめめにに＊＊
今年度より新聞提供事業を受けることができました。「新聞は生き

た教材」を合言葉に，様々な実践に挑戦しました。教科のみならず，

横断的に多様な新聞活用や新聞

づくりを通して，言語活動の活

性化を念頭に,「ものの見方・考

え方を広げる」授業づくりに結

びつけて実践を試みました。

提提供供さされれたた新新聞聞のの閲閲覧覧

今年度は，９月から新聞提供を受けることができること

になりました。６社の提供とともに，本校で購読されてい

る北海道新聞と十勝毎日新聞（地方紙）も，その提供のない月には設置しました。

提供された新聞は，図書室内に新たな閲覧場所を設置し配置しました。中学生が読めそうな

本が紹介された記事は，ピックアップして新刊図書の紹介と共に掲示しました。

また同時に，「アイヌの人たち」の様子が分かるコーナー

も設置。前年度のストック分も含めて，北海道新聞社で特

集を行った記事を毎月掲載しました。アイヌ民族に伝わる

説話や暮らしぶり知ることができ，社会科や道徳の授業な

どとも関連をもたせた「横断的な学習」に，一歩踏み込む

きっかけにもなりました。

社社会会事事象象にに興興味味関関心心をを高高めめるる新新聞聞活活用用

～掲示活動を通して～

１１ 理理科科

理科室前の掲示板を有効活用し，授業内容と関連ある記

事を掲載。タイムリーな記事を含め，学年を問わず理科と

関わりのある現象に興味を持たせる一役となっています。

地球温暖化やノーベル賞，月食や星座や宇宙についてな

ど，授業後には生徒が集まって読む姿も多くなりました。

２２ 保保健健体体育育科科

オリンピックの開催に伴い，普段はあまり見慣れない競技のルールや日本人の活躍に向けて
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のエピソードなどを展示しました。また，コロナ禍であっても全国を回った聖火リレーについ

て特集も継続して掲示。地理的な学習とリレーする方々の気持ちを知る機会にもなりました。

３３ 総総合合的的なな学学習習のの時時間間

１年生では地域を学ぶ・深く見つめる学

習を行っています。この後押しとして，浦

幌町に関する新聞記事のコーナーを設置し

ました。また，１年生は新聞スクラップ（後

に記述）でも浦幌町に視点を当てた取組を

行ったので，活用範囲が広がりました。

４４ そそのの他他のの掲掲示示活活動動

標語コンクールに応募するために，新聞広告の中で

インパクトのある標語を集めて掲示し，標語作りの一

助としました。

また，新型コロナ防止・予防のために，保健室前に

も新聞から得られるタイムリーな情報を使っての掲示

がなされました。こうした情報提供が，新聞スクラッ

プをする際のテーマなどにもなり，興味関心事という

観点から「考えを深める」という観点，そして活動に

広がりを見せました。

給食の配膳コーナーや家

庭科室前の廊下には，「食

育」を意識し，子どもたち

がすぐに目を向けられるような記事や広告を掲示しています。

こうした“掲示”という「可視化」を重視した活動が，学校で

学んだことと社

会生活とを結び

つけられる一助

となればと考

え，半年間，様々な形でアプローチを行い

ました。小さな地域で育つ子どもたちにも，

視野を広げ,深くものを見る力や考える力

がつくのではないでしょうか。

新新聞聞でで思思考考・・判判断断・・表表現現力力をを育育ててるる（（国国語語科科））

１１ 新新聞聞活活用用

①① 新新聞聞記記事事のの発発表表（全学年）

毎時間，冒頭の５分，新聞記事の発表の時間を設定。９～11月

は新聞の第一面から，12月以降はどのページからでも良いことと
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しました。

記事の選択は自由。内容を紹

介し，自分の考えを付け加え，

３分前後で発表します。その後

１分前後で教師のコメントを添

えました。

11月からは「伝える」から「伝

わる」を意識した発表に発展さ

せました。写真やグラフなどを

指し示しながら発表をしたり，そのために事前に読

んで伝えたい部分に線を引いてくる（→写真）生徒

も見られるようになりました。

②② 広広告告づづくくりり（1年生）

新聞の活用は，記事だけではありません。写

真や広告など，あらゆる部分が活用可能です。

1年生では「広告を作ろう」の授業の1ヶ月前

から，教室横の多目的室に「新聞広告」を貼り

出しました。キャッチコピーなども重視し，で

きるだけ「全面広告」を使用しました。。

生徒の興味の引くものから，世相を映し出すもの，

頑張ろうとする前向きな言葉など，｢こういう風にも

使うのか」と様々な表現に触れられるようになって

います。これらを参考しにしながら，各自が「設定

された会社」のキャッチコピーを考え，ＰＣを活用

しながら広告作りに挑戦しました。

③③ 新新聞聞ススククララッッププ（全学年）

「新聞スクラップ」の取組を長期休業も活用し実施しました。「読

解の力」だけでなく｢書く力」や表現力育成に結びつけました。

夏休みには学年ごとにテーマを提示（1年：浦幌町，２年：十勝，

３年：北海道～日本），その中で小テーマを各自設定しました。

この経験を生かしながら,冬休みは各自

でテーマを設定し，課題解決学習としま

新聞全面広告を参考にＰＣで制作中

参観日には保護者にも見ていただきました。

レイアウトの後、記事の「要約」

と、記事についての「自分の考え」

は、下書きをしてから臨みました。
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した。

自らの設定課題に沿って，１０

以上の記事をチョイス。新聞スク

ラップのやり方を周知するために

他校生徒の作品を見本とし，スク

ラップの仕方を細かく記した教師

の手本も掲示しました。

できあがった夏の作品は文化祭

などでも展示され，全て展示され，仲間の作品を見ることで得たり

考えたりしたことを，更に冬の作品に加筆する生徒もいました。ま

た，作品は，全十勝スクラップコンクールにも出品され，最優秀賞ほ

か数名の入賞者が出るなど，管内でも認められる取組となりました。

２２ 新新聞聞形形式式ででののままととめめ

①① ははががきき新新聞聞（全学年）

｢書く力」を養うために

「はがき新聞」の取組を

継続して行いました。

「自己紹介」，「文化祭を終えて」，「芸術鑑賞」など

は全学年で取り組みました。また，｢投稿原稿を書こ

う」（２年生）では，批判的な見方で新聞投稿文を書

きました。「修学旅行紀行文」（３

年生）では，『奥の細道』にならい，

俳句（川柳）とともに紀行文を新

聞形式でまとめました。

はがきサイズに加え，Ａ５版も

活用しました。作品は文化祭での教科展示のみならず，｢全国中学校総合

文化祭｣にも北海道を代表して出品され，高い評価をいただきました。

②② 学学級級新新聞聞づづくくりり（１・２年生）

新聞のレイアウトや見出しの付け方，写真の効果的

な活用などを学びながら，新聞作りに挑戦しました。

国語科の授業で書いた文章を記事に書き換えたり，

総合的な学習でのまとめ（１年生はＳＤＧｓ，２年生

は職場体験学習など）ともタイアップして，半年間の

学びを「学級新聞」という作品でまとめました。

＊＊ままととめめににかかええてて＊＊
「読み取る」「まとめる（要約）」「書く」という国語

の力をつけることを中心に，あらゆる方向から新聞を

活用してみました。次年度も新聞提供に感謝しながら，

多くの教科で子どもたちの豊かな言語活動の育成のた

めに，新聞活用を図っていきたいと考えています。

新聞に加え，ＰＣで疑問点なども検索。

日付を確認する生徒もいました。

１年生にとっては難しい表現

も，興味をもった部分に関し

て考えを書くことで視野を広

げることにも繋がりました。
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